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中
国
研
究
集
刊 

闕
号
（
総
五
十
八
号
）
平
成
二
十
六
年
六
月　

八
四
︱
一
〇
〇
頁

上
博
楚
簡
『
霊
王
遂
申
』
の
文
献
的
性
格

福
田
一
也

序　

言

　

二
〇
一
二
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
九
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
は
、『
成
王

為
城
濮
之
行
』・『
霊
王
遂
申
』・『
陳
公
治
兵
』・『
挙
治
王
天

下
』・『
邦
人
不
称
』・『
史
霤菑
問
於
夫
子
』・『
卜
書
』
と
題
さ
れ
た

七
つ
の
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
『
霊
王
遂
申
』
は
、

楚
の
霊
王
期
（
在
位
前
五
四
〇
年
～
前
五
二
九
年
）
の
物
語
で
、

霊
王
十
年
（
前
五
三
一
年
）
に
蔡
を
滅
ぼ
し
た
際
の
状
況
が
描
か

れ
て
い
る
。
上
博
楚
簡
中
に
は
楚
王
に
関
す
る
説
話
が
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
霊
王
関
連
の
説
話
は
『
申
公
臣
霊
王
』
に
続
い
て
二

篇
目
と
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
本
篇
に
対
す
る
一
通
り
の
釈
読
を
行
っ
た
後
、

『
左
伝
』
な
ど
の
史
料
を
も
と
に
当
時
の
時
代
背
景
を
概
観
す
る
。

と
り
わ
け
楚
と
申
と
の
関
係
に
着
目
し
、
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、『
霊
王
遂
申
』
の
文
献
的
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
、
陳
佩
芬
氏
。
そ
の
「
説
明
」
を
参
考
に
、『
霊
王

遂
申
』
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。
篇
名
の
「
霊
王
遂

申
」（
霊
王
、
申
を
遂ほ

ろ

ぼ
す
）
は
、
文
中
の
「
王
將
述
（
遂
）
邦
」

（
王
將
に
邦
を
遂ほ

ろ

ぼ
す
）
の
語
な
ど
を
参
考
に
整
理
者
が
命
名
し

た
仮
題
で
あ
る
。
全
五
簡
。
残
欠
簡
は
な
く
、
す
べ
て
完
簡
で
あ

る
。
竹
簡
の
上
下
は
平
斉
で
、
両
道
編
綫
、
右
契
口
。
簡
長
は
三

三
・
三
㎝
で
、
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
は
九
・
五
㎝
、
第
一
契
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口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
は
一
五
㎝
。
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
は

八
・
八
㎝
。
各
簡
の
字
数
は
二
九
字
～
三
六
字
と
一
定
せ
ず
、
総

字
数
は
一
六
七
字
（
合
文
三
字
）
を
存
す
る
。
第
五
簡
の
末
尾
に

は
、
墨
鉤
（「
■
」）
が
付
さ
れ
て
お
り
、
本
篇
の
終
わ
り
を
示
し

て
い
る
。
な
お
、
本
篇
は
五
簡
と
も
に
完
簡
で
あ
り
、
内
容
も
連

続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
整
理
者
の
排
列
に
対
す
る
疑
義
は
提
出

さ
れ
て
い
な
い
。

二
、『
霊
王
遂
申
』
釈
読

　

整
理
者
の
釈
文
と
諸
家
の
見
解
（
本
節
末
尾
の
【
参
考
文
献
】

参
照
）
を
参
考
に
、
筆
者
が
確
定
し
た
釈
文
を
示
し
、
併
せ
て
書

き
下
し
文
・
現
代
語
訳
を
付
す
。

【
釈
文
】靈

王
既
立
、
申
賽
（
息
）
不
慭
。
王
敗
蔡
靈
侯
於
呂
、
命
申

人
室
出
、
取
蔡
之
器
。
執
事
人
夾
蔡
人
之
軍
門
、
命
人
毋

【
１
】
敢
徒
出
。
申
成
公
溡
、
其
子 

（
虎
）
未
畜
（
蓄
）

夶頄䭾
（
髪
）、
命
之
遣
。
虎
晶
（
三
）
徒
出
、
執
事
人
志

゠

（
止
之
）。
虎
乘
一
迯輦

゠

（
迯輦
車
）
駟
、
告
執
事
【
２
】
人
、

「
劣珡

゠

（
小
人
）
幽㫗
（
幼
）、
不
能
以
它
器
。
得
此
車
、
或
不

能
駛鈝
（
御
）
之
以
歸
。
命
以
其
策
歸
。」
執
事
人
許
之
。
虎

秉
策
以
歸
、【
３
】
至
重
澨
、
或
棄
其
策
安
（
焉
）。
成
公
懼

其
又
取
安
（
焉
）、
而 

（
逆
）
之 

（
京
）、
爲
之

怒
。「
舉
邦
盡
獲
、
女
（
汝
）
獨
亡
【
４
】
得
。」
虎
不
答
。

或
爲
之
怒
。
虎
答
曰
、「
君
爲
王
臣
、
王
將
述
（
遂
）
邦
弗
能

止
、
而
或
欲
得
安
（
焉
）。」
成
公
與
虎
歸
、
爲 

（
祈硌
）。

■
【
５
】

【
書
き
下
し
文
】

靈
王
既
に
立
ち
、
申
・
息
慭

よ
ろ
こ

ば
ず
。
王
は
蔡
の
靈
侯
を
呂

に
敗
り
、
申
人
を
し
て
室
出
し
て
蔡
の
器
を
取
ら
し
む
。
執

事
人
は
蔡
人
の
軍
門
に
夾
み
、
人
を
し
て
敢
え
て
徒
出
す
る

こ
と
毋
か
ら
し
む
。
申
の
成
公
溡
、
其
の
子
虎
は
未
だ
髪
を

蓄
え
ざ
る
に
、
之
を
し
て
遣
ら
し
む
。
虎
は
三
た
び
徒
出

し
、
執
事
人
之
を
止と

ど

む
。
虎
は
一
迯輦
車
駟
に
乘
り
、
執
事
人

に
告
ぐ
る
に
、「
小
人
幼
く
し
て
、
它
器
を
以も

ち

う
る
こ
と
能

わ
ず
。
此
の
車
を
得
る
も
、
或ま

た
之
を
御
し
て
以
て
歸
る
こ

と
能
わ
ず
。
其
の
策む

ち

を
以
て
歸
ら
し
め
よ
」
と
。
執
事
人
之

を
許
す
。
虎
は
策
を
秉
り
て
以
て
歸
る
も
、
重

じ
ゅ
う

澨ぜ
い

に
至
り

て
、
或ま

た
其
の
策
を
棄す

つ
。
成
公
は
其
の
又
た
取
ら
ん
こ
と

を
懼
れ
、
之
を
京
に
逆む

か

え
て
、
之
が
怒
を
爲
す
。「
邦
を
舉

げ
て
盡
く
獲
る
も
、
汝
獨
り
得
る
も
の
亡な

し
」
と
。
虎
は
答

え
ず
。
或ま

た
之
が
怒
を
爲
す
。
虎
答
え
て
曰
く
、「
君
は
王

臣
爲た

る
も
、
王
將
に
邦
を
遂ほ

ろ
ぼさ

ん
と
し
て
止
む
こ
と
能
わ
ざ

（ 85 ）



れ
ば
、
而す

な
わち

或ま

た
得
る
を
欲
せ
ん
や
」
と
。
成
公
は
虎
と
歸

り
て
、
祈硌
を
爲
す
■
。

【
現
代
語
訳
】

霊
王
が
即
位
し
た
と
き
、
申
国
や
息
国
の
人
々
は
快
く
思
わ

な
か
っ
た
。
霊
王
は
蔡
の
霊
侯
を
呂
で
破
り
、
申
人
総
出
で

蔡
の
器
物
を
搬
出
す
る
よ
う
命
じ
た
。（
霊
王
の
命
を
受
け

た
）
監
察
官
が
蔡
人
の
軍
門
の
両
端
に
立
ち
、
何
も
取
ら
ず

に
出
て
行
く
も
の
が
な
い
よ
う
監
視
し
た
。
申
の
成
公
溡
に

は
、
未
成
年
の
虎
と
い
う
子
が
お
り
、
こ
れ
を
派
遣
す
る
こ

と
に
し
た
。
虎
は
三
度
も
手
ぶ
ら
で
立
ち
去
ろ
う
と
し
、
監

察
官
は
こ
れ
を
制
止
し
た
。
そ
こ
で
虎
は
（
蔡
の
器
物
で
あ

る
）
車
に
乗
り
込
み
、
監
察
官
に
次
の
よ
う
に
告
げ
た
、

「
私
は
幼
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
器
物
を
用
い
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
車
を
い
た
だ
い
て
も
、
御
し
て
帰
る
こ
と
も

ま
ま
な
ら
な
い
の
で
す
。
ど
う
か
こ
の
鞭
を
持
ち
帰
る
こ
と

で
許
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
。
監
察
官
は

よ
う
や
く
そ
れ
を
認
め
た
。
こ
う
し
て
虎
は
鞭
を
手
に
し
て

帰
る
の
だ
が
、
途
中
の
重

じ
ゅ
う

澨ぜ
い

ま
で
来
た
と
き
、
そ
の
鞭
を

棄
て
て
し
ま
っ
た
。（
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
）
成
公
は
、

再
度
器
物
を
取
り
に
行
か
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
京
の
地

ま
で
出
向
い
て
虎
を
叱
り
つ
け
た
。「
申
国
を
あ
げ
て
器
物

を
持
ち
帰
っ
て
い
る
の
に
、
お
前
一
人
、
何
も
手
に
し
て
い

な
い
」
と
。
虎
は
何
も
答
え
な
か
っ
た
。
成
公
は
ま
す
ま
す

腹
を
立
て
た
。
そ
こ
で
虎
が
口
を
開
い
た
、「
君
は
楚
王
の

臣
下
で
あ
る
と
は
い
え
、
王
が
次
々
と
国
を
滅
ぼ
し
て
止
ま

る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
で
も
何
か
を
獲
た
い
と
お
思

い
で
し
ょ
う
か
。（
申
自
体
が
滅
ぼ
さ
れ
れ
ば
、
物
な
ど
も

ら
っ
て
も
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
）」
と
。
成
公
は
虎
と
帰
国

し
、
祈硌
の
祭
祀
を
行
っ
た
。

【
語
注
】（
※
参
照
論
文
は
、
末
尾
の
【
参
考
文
献
】
に
記
す
）

・「
靈
王
既
立
」
…
整
理
者
が
指
摘
す
る
通
り
、「
靈
王
」
と
は
、

楚
の
霊
王
（
在
位
前
五
四
〇
年
～
前
五
二
九
年
）
を
指

し
、
下
文
の
「
蔡
靈
侯
」
と
の
事
件
は
、
霊
王
十
年
（
前

五
三
一
年
）
で
あ
る
こ
と
が
『
左
伝
』
昭
公
十
一
年
に
み

え
る
。
整
理
者
は
、「
既
（
即
）
立
（
位
）」
と
し
、
即
位

の
意
と
す
る
。
意
味
上
は
、
確
か
に
即
位
を
表
す
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
「
既
立
（
既
に
立
つ
）」
で
も
釈
読

可
能
な
の
で
、
こ
こ
で
は
原
字
に
基
づ
い
て
読
む
こ
と
に

す
る
。

・「
申
賽
（
息
）
不
慭
」
…
整
理
者
は
「
申
賽
（
塞
）」
と
す
る
。

曹
方
向
は
清
華
簡
『
繋
年
』
を
参
考
に
、「
賽
」
は
「
息
」

に
読
む
べ
き
と
指
摘
す
る
。
申
と
息
は
、「
其
れ
申
息
の

（ 86 ）



老
を
如
何
せ
ん
」（『
左
伝
』
僖
公
十
七
年
の
伝
）
な
ど
、

し
ば
し
ば
「
申
息
」
と
連
称
さ
れ
、
楚
の
県
と
し
て
登
場

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
曹
説
に
従
う
。
な
お
、

「
慭
」
は
、
こ
こ
で
は
「
よ
ろ
こ
ぶ
」
の
意
。『
左
伝
』
文

公
三
年
に
「
両
君
之
士
未
慭
」（
両
君
の
士
未
だ
慭

よ
ろ
こば

ず
）

と
類
例
が
み
え
る
。

・「
室
出
」
…
整
理
者
は
、
居
所
よ
り
遠
く
出
か
け
る
意
と
す

る
。
曹
方
向
は
、
家
や
戸
ご
と
に
一
人
を
派
遣
す
る
意
と

し
、
下
文
の
「
舉
邦
盡
獲
（
邦
を
舉
げ
て
盡
く
獲
る
）」

と
呼
応
す
る
と
す
る
。
以
下
で
は
、
申
の
成
公
も
子
の
虎

を
派
遣
す
る
場
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
曹
説
に
従
い
、
申

の
各
家
か
ら
一
人
を
派
遣
す
る
意
と
す
る
。

・「
執
事
人
」
…
整
理
者
が
命
令
の
執
行
を
司
る
人
と
す
る
の
に

従
う
。
文
脈
上
も
、
霊
王
の
命
を
厳
格
に
執
行
す
る
た
め

に
派
遣
さ
れ
た
監
察
官
と
考
え
ら
れ
る
。

・「
夾
蔡
人
之
軍
門
」
…
整
理
者
は
「
之
」
字
を
往
く
の
意
と
解

し
、「
軍
門
に
之ゆ

く
」
と
読
む
。
曹
方
向
は
、
執
事
人
が

「
蔡
人
の0

軍
門
」
の
左
右
に
立
ち
（「
夾
」）、
監
視
す
る
こ

と
と
す
る
。
本
篇
に
は
、
監
視
役
の
執
事
人
が
手
ぶ
ら
で

軍
門
を
退
出
し
よ
う
と
す
る
虎
を
三
度
も
制
止
す
る
場
面

が
あ
る
。
こ
う
し
た
文
脈
に
合
致
す
る
曹
氏
の
解
釈
に
従

う
こ
と
と
す
る
。

・「
徒
出
」
…
整
理
者
は
歩
い
て
出
る
意
と
し
、
曹
方
向
は
何
も

取
ら
ず
に
手
ぶ
ら
で
出
て
ゆ
く
意
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、

蔡
の
器
物
を
搬
出
す
る
命
を
受
け
た
申
人
を
監
視
す
る
場

面
で
あ
り
、
下
文
に
お
い
て
「
徒
出
」
し
よ
う
と
し
た
虎

は
三
度
も
役
人
に
制
止
さ
れ
、
最
後
は
仕
方
な
く
鞭
を
持

ち
帰
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
手
ぶ
ら
で
出
て
行

く
意
と
す
る
曹
説
が
文
脈
上
適
切
で
あ
ろ
う
。

・「
申
成
公
溡
」
…
整
理
者
は
「
泉肯
」
字
、
蘇
建
洲
は
「
溡
」
字

に
隷
定
し
、
成
公
の
名
と
す
る
。
曹
方
向
は
、「
水
」
に

従
い
「
時
」
に
従
う
字
と
し
た
上
で
、「
考
え
る
」
と
同

類
の
意
と
し
て
「
待
」
字
と
推
測
す
る
。
家
興
（「
簡
帛

論
壇
」
第
12
楼
）
は
、「
水
」
に
従
い
「
疐
」
の
省
略
形

に
従
う
字
と
し
て
「
質
」
に
読
む
が
、
こ
の
一
文
の
解
釈

に
つ
い
て
は
説
明
が
な
い
。
高
榮
鴻
は
「
溡
」
字
か
「
疐
」

字
の
省
略
形
と
し
、
音
通
に
よ
り
「
識
」（
知
る
）
の
意

と
す
る
。
清
華
大
学
読
書
会
は
、「

湝陏掯掯掯肯肯淐淐湝湻湻涽涽掯掯掯

掯淐湻
」
字
と
し
、
他
動

詞
で
「
飾
」
字
に
読
む
。
張
崇
礼
（「
簡
帛
論
壇
」
第
13

楼
）
は
、「
溡
」
字
と
し
、「
時
」
の
意
と
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
成
公
の
名

と
す
る
解
釈
や
動
詞
と
捉
え
る
解
釈
、「
時
」
の
意
と
す

る
解
釈
な
ど
議
論
紛
々
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
解
釈
も

通
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
上
博
楚
簡
『
平
王
與
王
子
木
』

（ 87 ）



の
以
下
の
文
章
で
あ
る
。

競
（
景
）
平
王
、
王
子
木
に
命
じ
て
城
父
に
至
ら
し

む
。
申
を
過
ぎ
、
貉狌
寞
に
煮
食
し
、
成
公
幹

は
疇

中
に
跪
く
。

　

楚
の
平
王
の
命
で
城
父
に
向
か
っ
た
際
、
王
子
木
は
申

の
地
で
成
公
幹

に
出
会
う
。
申
の
地
、
及
び
「
成
公
」

と
い
う
呼
称
が
『
霊
王
遂
申
』
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら

も
、
両
資
料
の
「
成
公
」
は
、
非
常
に
深
い
関
係
に
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
。『
平
王
與
王
子
木
』
と
同
工
異
曲
の
説

話
は
、『
説
苑
』
辨
物
篇
に
み
え
、
そ
こ
で
は
「
王
子
建

出
守
於
城
父
、
與
成
公
乾
遇
於
疇
中
…
（
王
子
建
出
で
て

城
父
を
守
ら
ん
と
す
る
に
、
成
公
乾
と
疇
中
に
遇
い
…
）」

と
、
や
は
り
「
成
公
」（
名
は
「
乾
」）
が
登
場
す
る
。
平

王
は
霊
王
の
次
の
楚
王
で
あ
り
、
両
資
料
は
時
代
的
に
近

接
す
る
。
し
た
が
っ
て
、『
霊
王
遂
申
』
の
「
申
成
公
」

以
下
の
一
字
も
成
公
の
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、「
溡
」
と
「
幹
」
は
字
形
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
同
一
人
物
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
申
成
公
」

に
つ
い
て
は
、
本
文
で
改
め
て
考
察
す
る
。

・「
其
子 

 

」
…
整
理
者
は
「
虛
」
字
に
隷
定
し
、
成
公
の

子
の
名
と
す
る
。
成
公
の
子
の
名
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
が
、
こ
の
文
字
は

 
 

 
 

の
計

�

六
回
登
場
す
る
。
清
華
大
学
読
書
会
は
、
或
る
も
の
は

「
虎
」
に
従
い
、
或
も
の
は
「
鹿
」
に
従
う
字
と
し
た
上

で
、「
虚
」
字
の
可
能
性
は
少
な
い
と
し
、『
春
秋
』
昭
公

十
二
年
の
経
文
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
。（『
春
秋
』
経
文

と
の
関
連
に
つ
い
て
は
本
論
で
説
明
。）「
虛
」
字
は
『
恒

先
』
第
一
簡
に
も
見
え
る
が
、
下
部
の
「
丘
」
が
こ
れ
と

一
致
し
な
い
。「
虎
」
字
（『
周
易
』
第
二
五
簡
）
や
「
鹿
」

字
（『
容
成
子
』
第
四
一
簡
）
と
も
確
か
に
近
い
が
完
全

に
一
致
す
る
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
人
名

の
た
め
隷
定
は
困
難
だ
が
、便
宜
上
の
処
置
と
し
て
「
虎
」

字
で
表
記
し
て
お
く
。
な
お
、
清
華
大
学
読
書
会
は
、

『
左
伝
』
昭
公
十
二
年
の
経
文
に
み
え
る
「
成
熊
」
と

「
成
虎
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
（
本
文
参
照
）。

・「
未
畜
（
蓄
）
夶頄䭾
（
髪
）」
…
整
理
者
は
、「
未
畜
類
」
と
す

る
。「
簡
帛
論
壇
」（
第
５
楼
）
に
お
い
て
、
汗
天
山
は

「
未
畜
（
蓄
）
髮
」（
未
だ
髪
を
蓄
え
ず
）
と
し
、
ま
だ
成

長
し
て
い
な
い
意
と
す
る
。
文
脈
上
、
最
も
通
り
が
良
い

の
で
こ
の
見
解
に
従
う
。

・「
志

゠

」
…
「
志
」
字
の
下
に
合
文
符
号
「
゠
」
が
あ
り
、
整

理
者
は
「
止
之
」
に
読
む
べ
き
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

・「
迯輦

゠

」「
迯輦
」
字
の
下
に
合
文
符
号
「

゠

」
が
あ
り
、
整
理

者
は
「
迯輦
車
」
に
読
む
。
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・「
劣珡

゠

」
…
「
劣珡
」
字
の
下
に
合
文
符
号
「

゠

」
が
あ
り
、
整

理
者
は
「
小
人
」
に
読
む
べ
き
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

・「
而 

（
逆
）
之 

（
京
）」
…
「
而 

 

之 
 

」

に
つ
い
て
、整
理
者
は
「 

 

」
を
「
迍
」
字
、「 

 

」

を
「
亭
」
字
に
隷
定
す
る
。
曹
方
向
は
「
迍
」
字
と
し
た

上
で
、「
諄
」
字
に
読
む
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、

「 
 

」
に
つ
い
て
は
「
京
」
字
に
隷
定
し
、
音
通
に
よ

り
「
佯
」
字
の
意
と
す
る
。（
曹
方
向
氏
の
釈
文
は
、「
而

諄
之
、
京
（
佯
）
爲
之
怒
」
と
な
っ
て
お
り
、「
而
し
て

之
を
諄た

す

け
て
、
佯い

つ
わり

て
之
が
怒
を
爲
す
」
と
読
ん
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。）
蘇
建
洲
は
、「
迍
」
字
は
『
呉
命
』
第
四

簡
に
も
み
え
、
そ
こ
で
は
「
逆
」
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
と

し
、
こ
こ
も
「
逆
」
に
釈
読
す
べ
き
と
す
る
。
蘇
氏
が
論

ず
る
よ
う
に
、「
迍
」
字
は
『
呉
命
』
に
用
例
が
み
え
る

こ
と
か
ら
も
、「
逆
」
に
釈
読
し
、
迎
え
る
の
意
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
は
任
務
を
全
う
せ
ず

に
帰
国
し
よ
う
と
す
る
虎
を
叱
り
飛
ば
す
場
面
で
あ
り
、

成
公
は
わ
ざ
わ
ざ
虎
の
と
こ
ろ
ま
で
出
向
い
て
行
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「 

 

」
は
、
曹
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、「
京
」
字
で
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

音
通
で
「
佯
」
字
の
意
と
す
る
の
は
や
や
飛
躍
し
た
感
が

あ
る
。
難
解
な
箇
所
だ
が
、
文
脈
か
ら
は
地
名
の
可
能
性

が
高
い
の
で
、「
之
を
京
に
逆む

か

え
」
と
読
ん
で
お
く
。

・「
王
將
述
（
遂
）
邦
」
…
整
理
者
は
、「
述
」
と
「
遂
」
は
通

ず
る
と
し
、『
説
文
』
の
「
遂
、
亡
也
」
を
参
考
に
、「
遂

邦
」
と
は
「
亡
国
」（
国
を
亡
ぼ
す
）
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

・「
爲 

（
祈硌
）」
…
整
理
者
は
、「
従
示
、
格
声
、
辞
書
未

見
」
と
し
な
が
ら
も
、
上
博
楚
簡
『
昭
王
毀
室
』
の
「
室

既
成
、
將
之
祈硌
」
な
ど
を
参
考
に
祭
名
と
す
る
。
曹
方
向

は
、
楚
人
に
対
す
る
防
備
の
意
と
す
る
が
、
同
時
に
「
格
」

（「
執
拘
」（
と
ら
え
る
の
意
））
に
読
む
可
能
性
も
あ
る
と

す
る
。
た
だ
し
、「
小
結
」
で
は
「
応
有
所
戒
備
」
と
し

て
お
り
、
最
終
的
に
は
前
者
の
防
備
の
意
で
捉
え
て
い

る
。
後
者
も
魅
力
的
な
解
釈
だ
が
、「
格
」
字
は
楚
簡
中

に
は
み
え
な
い
点
が
難
点
で
あ
る
。「
祈硌
」
字
は
上
部
が

「
各
」、
下
部
が
「
示
」
に
作
る
字
で
あ
り
、
示
偏
が
付
随

す
る
こ
と
や
『
昭
王
毀
室
』
の
用
例
か
ら
み
る
と
や
は
り

何
ら
か
の
祭
祀
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。『
昭
王
毀
室
』

で
は
宮
室
の
落
成
式
を
指
す
が
、
こ
こ
は
建
物
と
の
関
係

は
な
い
の
で
落
成
式
で
は
通
じ
な
い
。
こ
の
箇
所
は
、
成

公
父
子
の
帰
国
後
の
行
動
で
あ
る
か
ら
、
蔡
国
の
二
の
舞

と
な
ら
ぬ
よ
う
国
土
の
安
泰
を
願
う
と
い
っ
た
内
容
の
祭

名
と
考
え
て
お
く
。

4
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【
参
考
文
献
】「
簡
帛
網
」（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/

）

・�
程
燕
「
読
『
上
博
九
』
札
記
」（「
簡
帛
網
」、
二
〇
一
三
年
一

月
六
日
）

・�

曹
方
向
「
上
博
九
『
霊
王
遂
申
』
通
釈
」（「
簡
帛
網
」、
二
〇

一
三
年
一
月
六
日
）

・�

蘇
建
洲
「
初
読
『
上
博
九
』
劄
記
」（「
簡
帛
網
」、
二
〇
一
三

年
一
月
六
日
）

・�

高
佑
仁
「『
上
博
九
』
初
読
」（「
簡
帛
網
」、
二
〇
一
三
年
一
月

八
日
）

・�

高
榮
鴻
「『
上
博
九　

霊
王
遂
申
』
二
号
簡
「
溡
」
字
試
読
」

（「
簡
帛
網
」、
二
〇
一
三
年
一
月
十
日
）

・�

清
華
大
学
出
土
文
献
読
書
会
「『
上
博
九
・
霊
王
遂
申
』
研
読
」

（
清
華
大
学
出
土
文
献
与
保
護
中
心
［http://w

w
w
.tsinghua.

edu.cn/publish/cetrp/index.htm
l

］、
二
〇
一
三
年
三
月
二

九
日
）　

※
本
文
中
で
は
、「
清
華
大
学
読
書
会
」
と
略
称
す
る
。

・�「
簡
帛
論
壇
」・
簡
帛
研
読
・「〈
霊
王
遂
申
〉
初
読
」［http://

w
w
w
.bsm

.org.cn/bbs/read.php?tid=3023

］

※�

こ
れ
は
「
簡
帛
網
」
に
設
け
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
欄
で
あ
り
、

『
霊
王
遂
申
』
に
つ
い
て
も
様
々
に
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
書
き
込
み
者
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
記
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
正
式
な
学
術
論
文
と
し
て
の
体
裁
を
備
え
て
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
中
に
は
貴
重
な
見
解
も
み
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
参
照
し
た
場
合
に
は
論
文
に
準
ず
る
も
の
と
見
な

し
、
そ
の
箇
所
を
示
す
こ
と
と
す
る
。（
例
：「「
簡
帛
論
壇
」

第
〇
楼
」
は
、
コ
メ
ン
ト
欄
第
〇
番
目
の
意
。）

三
、
楚
と
申

　

本
篇
は
、
楚
の
霊
王
が
蔡
を
討
っ
た
後
、
申
人
に
「
蔡
之
器
」

の
搬
出
を
命
じ
た
こ
と
が
話
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
。
申
は
楚
が

中
原
へ
進
出
す
る
際
の
重
要
拠
点
で
あ
り
、
古
く
か
ら
楚
と
深
い

関
係
を
も
つ
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
、
内
容
の
検
討
に
先

立
ち
、当
該
時
期
の
楚
と
申
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

　

申
国
と
息
国
は
、
早
く
に
楚
に
滅
ぼ
さ
れ
て
楚
の
県
と
さ
れ
て

お
り
、
以
後
、
し
ば
し
ば
「
申
息
の
師
」
と
連
称
さ
れ
、
北
方
の

大
国
晋
と
覇
権
を
争
っ
た
城
濮
の
戦
（
前
六
三
二
年
）
で
は
、
楚

軍
の
重
要
な
一
翼
を
に
な
っ
て
い
る
（
注
1
）
。
楚
が
申
を
滅
ぼ
し
た

正
確
な
年
代
は
不
明
だ
が
、『
左
伝
』
哀
公
十
七
年
の
伝
に
、
楚

の
子
穀
が
楚
の
文
王
期
［
在
位
？
～
前
六
七
五
年
］
の
人
材
登
用

を
賛
美
す
る
中
で
、「
彭
仲
爽
は
申
の
俘
な
る
も
、
文
王
以
て
令

尹
と
爲
し
、
實
に
申
息
を
縣
と
し
、
陳
蔡
を
朝
せ
し
め
、
汝
に
封

畛
す
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
申
・
息
が
楚
の
県
と
な
っ
た

の
は
楚
の
文
王
の
時
と
考
え
ら
れ
る
。
県
と
い
え
ば
、
戦
国
の
秦

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
国
よ
り
派
遣
さ
れ
た
県
令
が
管
轄
す
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る
王
の
直
轄
地
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
春
秋
時
代
の
県

の
支
配
形
態
は
多
様
で
あ
り
、
楚
が
申
を
県
と
し
た
際
の
状
況
に

つ
い
て
も
様
々
な
見
方
が
存
在
す
る
。
増
淵
龍
夫
氏
は
申
が
県
と

さ
れ
た
際
、
そ
れ
を
新
た
に
支
配
す
る
県
公
の
多
く
は
楚
の
王
族

出
身
者
で
あ
っ
た
と
し
、
旧
申
国
の
氏
族
秩
序
の
中
核
を
な
す
宗

廟
や
公
族
は
滅
ぼ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
（
注
2
）
。
こ
れ
に
対
し

て
安
倍
道
子
氏
は
、
旧
申
国
の
支
配
者
や
そ
の
継
承
者
は
殺
害
さ

れ
た
り
他
国
へ
出
奔
し
た
り
し
て
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
他
の
申

の
族
人
層
に
は
あ
ま
り
変
化
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
社
稷
は
滅
び
て

は
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
3
）
。
申
が
県
と
さ
れ

た
際
、
旧
申
国
の
族
人
層
ま
で
解
体
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は

見
解
が
分
か
れ
る
も
の
の
、
申
国
が
早
い
時
期
に
楚
の
県
と
な

り
、
楚
の
公
族
た
ち
が
旧
申
国
の
君
主
に
替
わ
っ
て
統
治
し
た
と

す
る
点
で
は
両
者
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
左
伝
』
な
ど

の
伝
世
文
献
か
ら
は
、
楚
の
文
王
に
よ
っ
て
申
が
県
と
さ
れ
て
以

降
、
申
は
独
立
し
た
諸
侯
国
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
篇
に
登
場
す
る
楚
の
霊
王
期
の
申

も
、
諸
侯
国
で
は
な
く
楚
の
県
で
あ
り
、「
成
公
」
と
は
、
申
県

の
管
領
者
と
し
て
の
県
公
、
或
い
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
地
位
の
人

物
で
あ
る
と
の
推
論
が
成
り
立
つ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
曹
方
向
氏
は
、『
霊
王
遂
申
』
の
「
成
公
」

は
申
県
の
県
公
で
は
な
い
よ
う
だ
と
の
疑
念
を
提
示
す
る
（
注
4
）
。

本
篇
の
「
成
公
」
は
諡
号
で
あ
り
、
よ
っ
て
県
公
で
は
な
い
と
す

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
氏
は
、「
申
・
息
は
慭

よ
ろ
こば

ず
」
と
い
う
表

現
も
、
楚
国
の
管
轄
下
に
あ
る
県
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
り
、

「
王
將
に
邦
を
遂ほ

ろ
ぼさ

ん
と
し
て
止
む
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
」
云
々
も

ま
た
、
宗
廟
と
社
稷
を
保
つ
一
国
家
の
よ
う
だ
と
述
べ
る
。『
霊

王
遂
申
』
を
み
る
限
り
に
お
い
て
は
、
曹
氏
の
疑
念
も
も
っ
と
も

で
あ
り
、
加
え
て
「
邦
を
舉
げ
て
盡
く
獲
る
も
」
と
い
っ
た
表
現

も
、
申
が
独
立
し
た
諸
侯
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

で
は
一
体
、『
霊
王
遂
申
』
に
登
場
す
る
申
と
は
、
楚
の
県
な
の

で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
独
立
し
た
諸
侯
国
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
篇
中
に
み
え
る
「
申
成
公
溡
」
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら

『
左
伝
』
な
ど
に
こ
の
人
物
を
特
定
し
う
る
記
事
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
（
注
5
）
。
だ
が
、「
成
公
」
と
い
う
呼
称
と
の
関
連
で

注
目
さ
れ
る
の
が
、
上
博
楚
簡
『
平
王
與
王
子
木
』
で
あ
る
。
楚

の
平
王
期
の
物
語
を
記
し
た
こ
の
一
篇
は
、
平
王
の
命
で
城
父
に

赴
く
王
子
木
（
太
子
建
）
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、『
左
伝
』

昭
公
十
九
年
（
前
五
二
三
年
）
に
も
関
連
記
事
が
あ
り
、
霊
王
伐

蔡
（
前
五
三
一
年
）
か
ら
僅
か
八
年
後
の
出
来
事
で
あ
る
。

　

城
父
に
赴
く
途
中
で
申
の
地
を
通
過
し
た
際
、
王
子
木
は
「
成

公
幹

」
な
る
人
物
と
出
会
い
、
問
答
を
交
わ
す
。

競
（
景
）
平
王
、
命
王
子
木
至
城
父
。
過
申
、
煮
食
於
貉狌

寞
、
成
公
幹

跪
疇
中
。
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競
（
景
）
平
王
、
王
子
木
に
命
じ
て
城
父
に
至
ら
し
む
。
申

を
過
ぎ
、
貉狌
寞
に
煮
食
し
、
成
公
幹

は
疇
中
に
跪
く
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
霊
王
遂
申
』
と
同
じ
く
、『
平
王

與
王
子
木
』
に
も
「
成
公
」
が
登
場
す
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、

「
申
を
過
ぎ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
成
公
と
出
会
っ
た
場
所
が
申
地

に
関
連
す
る
点
も
共
通
す
る
。
さ
ら
に
、『
霊
王
遂
申
』
で
は
、

「
君
は
王
臣
爲た

る
も
」
と
、
父
の
成
公
を
楚
王
の
臣
下
と
す
る
発

言
が
み
え
る
が
、『
平
王
與
王
子
木
』
に
お
い
て
も
成
公
は
、「
臣

は
將
に
告
ぐ
る
こ
と
有
ら
ん
と
す
」・「
吾
が
先
君
荘
王
は
～
」
な

ど
、
自
身
を
楚
王
の
臣
下
で
あ
る
と
し
た
り
、
楚
の
荘
王
を
先
君

と
呼
ぶ
な
ど
し
て
い
る
。「
成
公
」
と
い
う
名
称
の
一
致
、
申
地

と
の
関
連
、
楚
王
の
臣
下
と
い
う
共
通
点
、
そ
し
て
両
文
献
の
対

象
と
す
る
時
代
が
接
近
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
両
者
は
何
ら
か
の

強
い
関
連
性
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
両
者
を
同
一
人

物
と
見
做
す
に
は
些
か
難
点
も
あ
る
。
ま
ず
両
者
の
名
が
、「
成

公
溡0

」（『
霊
王
遂
申
』）
と
「
成
公
幹0

0

」（『
平
王
與
王
子
木
』）

の
よ
う
に
異
な
る
点
で
あ
る
（
注
6
）
。
加
え
て
、
両
者
の
人
物
描
写

に
も
大
き
な
違
い
が
み
え
る
。『
霊
王
遂
申
』
の
成
公
は
、
霊
王

の
命
に
汲
々
と
す
る
頼
り
な
い
父
と
し
て
描
か
れ
る
。
一
方
、

『
平
王
與
王
子
木
』
の
成
公
は
、
王
子
木
の
将
来
を
予
見
す
る
賢

人
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
を
同
一
人
物
と

見
做
す
こ
と
に
は
ま
だ
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
る
が
、
申
地
の

成
公
と
い
う
共
通
点
は
、
や
は
り
両
者
の
深
い
関
連
性
を
示
す
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

先
述
の
如
く
、
曹
方
向
氏
は
、「
成
公
」
を
諸
侯
の
諡
号
と
見

做
し
、
申
を
宗
廟
や
社
稷
を
保
つ
一
国
家
の
よ
う
だ
と
指
摘
す

る
。
し
か
し
、
始
め
に
示
し
た
よ
う
に
、『
左
伝
』
な
ど
の
史
料

で
は
、
申
国
は
す
で
に
楚
の
文
王
期
に
楚
の
県
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
後
も
独
立
国
と
し
て
復
興
し
た
と
い
う
形
跡
は
看
取
さ
れ
な

い
。
よ
っ
て
、
楚
の
霊
王
期
の
申
は
、
や
は
り
楚
の
県
と
し
て
存

在
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
、「
成
公
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
清
華
大
学

読
書
会
に
示
唆
に
富
む
指
摘
が
あ
る
。

　

清
華
大
学
読
書
会
は
、「
申
成
公
」
を
楚
霊
王
時
の
県
公
と
し

た
り
、
或
い
は
「
成
」
を
諡
号
に
も
つ
人
物
と
考
え
た
り
す
る
の

は
適
切
で
は
な
い
と
す
る
。
楚
国
に
お
け
る
諡
号
は
、
往
々
に
し

て
封
君
に
用
い
ら
れ
、
県
公
に
は
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
そ
の
理

由
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
申
成
公
」
と
は
、
申
地
の
成
公
で
あ
り
、

成
得
臣
（
令
尹
子
玉
）
や
成
大
心
以
下
の
成
氏
を
指
す
と
す
る
。

こ
の
考
え
に
従
い
、「
申
成
公
」
を
申
地
の
成
氏
一
族
と
理
解
す

れ
ば
、
楚
の
文
王
期
以
降
、
申
が
楚
の
県
と
し
て
存
在
し
た
と
い

う
歴
史
的
背
景
と
も
齟
齬
を
き
た
す
こ
と
は
な
く
な
る
。
ま
た
、

楚
王
の
臣
下
と
い
う
表
現
と
も
整
合
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
よ

う
。
我
々
は
、
斉
の
桓
公
や
晋
の
文
公
と
い
っ
た
表
現
に
慣
れ
て
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い
る
た
め
、「
〇
公
」
を
諡
号
と
捉
え
が
ち
だ
が
、
以
上
の
よ
う

に
考
え
れ
ば
、
歴
史
記
録
と
の
矛
楯
も
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
清
華
大
学
読
書
会
も
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
成
公
」
を
申
の
県
公
と
考
え
る
の
は
適
切
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
申
の
県
公
は
、「
申
公
巫
臣
」（
荘
王
期
）、「
申
公
公
子
申
」

（
共
王
期
）
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、「
申
公
」

の
間
に
「
成
」
な
ど
の
氏
を
挿
入
す
る
例
は
み
え
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
霊
王
期
の
申
公
と
し
て
は
、『
国
語
』
楚
語
上
に
左

史
倚
相
と
対
話
す
る
申
公
子
亹
な
る
人
物
が
存
在
し
、
霊
王
期
に

は
こ
の
申
公
子
亹
が
申
県
の
県
公
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
の
説
話
の
中
で
左
史
倚
相
は
、
楚
の
朝
廷
に
出
仕
し
な
い

申
公
子
亹
を
批
判
し
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
申
公
子
亹
は
、
当
時

申
県
で
直
接
統
治
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
楚
の
朝
廷
に

出
仕
す
る
な
ど
、
楚
国
の
中
枢
部
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す

れ
ば
、
彼
の
管
轄
す
る
申
県
の
実
質
的
な
統
治
は
、
申
公
子
亹
か

ら
委
任
さ
れ
た
別
の
人
物
が
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。『
霊
王

遂
申
』
に
登
場
す
る
「
成
公
」、
す
な
わ
ち
成
氏
は
、
こ
の
実
質

的
な
統
治
者
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。「
君
は
王
臣
爲た

る
も
」

と
い
う
表
現
か
ら
推
測
す
る
に
、
成
公
は
申
公
で
は
な
い
と
し
て

も
、
や
は
り
申
地
の
統
治
を
担
う
人
物
で
あ
り
、
か
つ
「
王
臣
」

と
あ
る
よ
う
に
楚
王
・
楚
国
と
の
繋
が
り
も
深
い
人
物
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
資
料
的
な
制
約
も
あ
り

判
然
と
し
な
い
が
、
成
公
は
申
県
の
統
治
に
深
く
関
わ
る
人
物
で

あ
り
、
申
公
に
準
ず
る
地
位
に
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
清
華
大
学
読
書
会
は
、
興
味
深
い
指
摘
を

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
成
氏
と
『
左
伝
』
昭
公
十
二
年
の
経
文

に
み
え
る
「
成
熊
（
或
い
は
、「
成
虎
」）」
と
の
関
連
で
あ
る
。

楚
殺
其
大
夫
成
熊
。（
楚
は
其
の
大
夫
成
熊
を
殺
す
。）

　

経
文
に
登
場
す
る
楚
の
大
夫
「
成
熊0

」
は
、『
公
羊
伝
』
で
は

「
成
然0

」、『
穀
梁
伝
』
で
は
「
成
虎0

」、『
左
伝
』
伝
文
で
は
「
成

虎0

」
と
な
っ
て
お
り
、
表
記
に
揺
れ
が
み
え
る
。
清
華
大
学
読
書

会
は
、
こ
の
中
の
「
成
虎
」
に
着
目
し
、
成
公
の
子
を
指
す
可
能

性
を
指
摘
す
る
。
こ
の
記
事
は
、『
霊
王
遂
申
』
に
み
え
る
滅
蔡

の
翌
年
の
出
来
事
で
あ
り
、
清
華
大
学
読
書
会
は
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
、
成
虎
は
霊
王
の
命
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め
に
殺
害
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
行
っ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
記
事
は

楚
王
と
成
氏
と
の
不
仲
を
窺
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
り
、
上
述
の
如

く
『
霊
王
遂
申
』
の
「
成
公
」
が
成
氏
で
あ
る
な
ら
ば
、
時
期
的

な
面
か
ら
み
て
も
何
ら
か
の
関
連
を
も
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
左
伝
』
中
の
「
大
夫
成
熊
（
或
い
は
「
成

虎
」）」
を
成
公
の
子
に
比
定
す
る
こ
と
は
些
か
難
点
が
あ
る
。
本

文
中
に
六
回
登
場
す
る
成
公
の
子
の
名
は
、「
虎
」
字
と
も
「
鹿
」

字
と
も
隷
定
可
能
な
文
字
な
の
で
、
字
形
的
に
は
十
分
に
可
能
性
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は
あ
る
。
た
だ
し
、「
未
だ
髪
を
蓄
え
ざ
る
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、

成
公
の
子
は
ま
だ
幼
い
童
子
で
あ
り
、
大
夫
の
地
位
に
あ
っ
た
と

は
考
え
に
く
い
。
た
と
え
霊
王
に
殺
害
さ
れ
た
と
し
て
も
、『
春

秋
』
の
経
文
に
特
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、『
霊
王
遂
申
』
は
、
歴
史
記
録
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
歴
史
を
基
に
し
た
説
話
的
要
素
を
含
む
文
献
な
の
で
、
物
語

展
開
に
合
わ
せ
て
登
場
人
物
の
設
定
を
幾
ら
か
変
更
し
て
い
る
可

能
性
は
あ
る
。
後
述
の
如
く
、
主
人
公
の
虎
が
童
子
と
し
て
登
場

す
る
こ
と
に
は
、
一
定
の
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
依
然
と
し
て
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能

性
も
残
る
も
の
の
、
こ
こ
で
は
『
左
伝
』
の
「
成
熊
」
が
、『
霊

王
遂
申
』
の
成
公
父
子
な
ど
と
同
じ
成
氏
一
族
で
あ
る
可
能
性
を

示
す
に
と
ど
め
て
お
く
。

　

以
上
の
考
察
に
よ
り
、『
霊
王
遂
申
』
に
み
え
る
申
と
は
楚
の

県
で
あ
り
、
成
公
と
は
実
質
的
に
申
県
の
統
治
に
関
わ
る
成
氏
で

は
な
い
か
と
の
推
論
を
得
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
未
解
決
の
問
題

が
残
る
。
そ
れ
は
、
曹
方
向
氏
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
本
篇

中
の
申
は
一
つ
の
国
家
の
よ
う
に
み
え
る
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
左
伝
』
宣
公
一
一
年
に
み
え
る
楚
の
荘

王
が
陳
を
滅
ぼ
し
た
際
の
「
諸
侯
・
県
公
皆
な
慶
す
」
な
ど
の
記

載
が
参
考
に
な
る
。
増
淵
氏
は
こ
こ
で
諸
侯
と
と
も
に
県
公
が
併

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
当
時
、
楚
の
県
公
は
諸
侯
に
迫

る
ほ
ど
の
強
大
な
権
力
を
も
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
（
注
7
）
。
こ
の

ほ
か
、
楚
の
霊
王
が
蔡
を
滅
ぼ
し
た
と
き
、
弟
を
蔡
の
県
公
に
任

命
し
て
蔡
県
を
管
領
さ
せ
る
が
、
蔡
公
は
後
に
蔡
県
の
軍
勢
を
率

い
て
反
旗
を
翻
し
、
霊
王
を
殺
し
て
王
（
平
王
）
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
も
楚
県
の
力
の
強
大
さ
を
示
す
好
例
と
い
え
よ
う
。
す

な
わ
ち
、
申
は
楚
の
県
で
は
あ
る
も
の
の
、
諸
侯
国
に
も
匹
敵
す

る
力
を
備
え
て
い
た
（
或
い
は
、
ほ
ぼ
同
等
と
考
え
ら
れ
て
い

た
）。
故
に
、
一
国
の
如
く
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
、
本
篇
の
中
心
的
立
場

　

曹
方
向
氏
は
、
本
篇
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

本
篇
整
個
故
事
和
靈
王
没
有
多
大
關
係
。
講
的
是
楚
滅
蔡
、

命
申
人
去
蔡
人
那
里
繳
獲
器
物
（
注
8
）
。

（
本
篇
の
物
語
全
体
は
、
霊
王
と
あ
ま
り
大
き
な
関
係
は
な

い
。
語
ら
れ
る
の
は
、
楚
が
蔡
を
滅
ぼ
し
、
申
人
に
蔡
人
の

と
こ
ろ
へ
行
っ
て
器
物
を
取
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
で
あ
る
。）

　

曹
氏
は
、
本
篇
と
楚
の
霊
王
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
す
る
。

こ
れ
は
冒
頭
部
に
み
え
る
霊
王
即
位
時
の
状
況
、
及
び
そ
れ
に
続

く
伐
蔡
の
記
事
を
除
き
、
本
篇
中
に
霊
王
の
直
接
の
発
言
や
行
動

な
ど
が
み
え
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
中
心
と
な
る
舞
台
は
器
物
の

搬
出
を
命
じ
ら
れ
た
申
で
あ
り
、
成
公
父
子
の
中
で
も
、
と
り
わ
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け
子
の
虎
を
主
人
公
と
し
て
物
語
は
展
開
す
る
。
す
で
に
公
開
さ

れ
た
上
博
楚
簡
中
に
も
楚
国
関
連
の
説
話
は
多
く
含
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
は
主
と
し
て
楚
王
が
物
語
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
た
。
例
え
ば
、
同
じ
く
楚
の
霊
王
関
連
の
物
語
で
あ
る
『
申
公

臣
霊
王
』
で
は
、
楚
の
霊
王
と
臣
下
の
陳
公
（
穿
封
戌
）
の
君
臣

問
答
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
他
の
楚
国
の
説
話
も
、
楚
王
の
言
動

が
話
題
の
中
心
と
な
る
こ
と
が
多
く
（
注
9
）
、
そ
れ
ら
と
比
較
す
る

と
本
篇
は
や
や
異
質
な
感
じ
を
受
け
る
。
霊
王
と
関
連
が
薄
い
と

す
る
曹
氏
の
見
解
も
、
多
分
に
こ
れ
ま
で
の
楚
国
関
連
の
文
献
と

の
比
較
の
上
で
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

確
か
に
、
本
篇
中
に
は
楚
王
自
身
の
発
言
は
み
え
ず
、
成
公
父

子
の
言
動
が
大
半
を
占
め
る
。
分
量
的
に
は
、
申
を
中
心
と
す
る

よ
う
に
も
み
え
る
が
、
こ
の
点
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。

　

ま
ず
本
篇
冒
頭
で
は
、
霊
王
の
即
位
時
の
状
況
が
語
ら
れ
る
。

「
靈
王
既
に
立
ち
て
、
申
・
息
慭

よ
ろ
こば

ず
」
と
、
申
や
息
は
霊
王
の

即
位
を
歓
迎
し
な
か
っ
た
い
う
。
具
体
的
な
理
由
は
明
示
さ
れ
な

い
が
、
そ
れ
は
霊
王
の
素
行
の
悪
さ
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

霊
王
は
共
王
の
次
男
で
、
兄
康
王
の
息
子
で
あ
る
郟
敖
の
時
に
令

尹
と
な
る
。（『
左
伝
』
襄
公
二
九
年
）。
し
か
し
、
軍
事
演
習
の

際
に
王
の
旌
旗
を
勝
手
に
作
成
し
て
使
用
し
た
り
（『
左
伝
』
昭

公
七
年
）、
虢
の
会
合
で
楚
王
と
見
紛
う
ば
か
り
の
装
い
で
登
場

す
る
な
ど
（『
左
伝
』
昭
公
元
年
）、
僭
越
な
振
る
舞
い
が
絶
え
な

い
。
そ
し
て
そ
の
即
位
も
か
な
り
強
引
で
あ
る
。
鄭
へ
の
聘
問
の

途
に
あ
っ
た
公
子
囲
（
霊
王
）
は
、
王
が
病
と
聞
く
や
す
ぐ
に
帰

国
し
、
見
舞
い
と
称
し
て
王
を
絞
殺
。
王
の
二
子
を
も
殺
害
し
て

王
位
に
就
く
（『
左
伝
』
昭
公
元
年
）。
申
・
息
が
霊
王
の
即
位
を

快
く
思
わ
な
い
の
も
、
こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
「
申
息
慭

よ
ろ
こ

ば
ず
」
と
い
う
一
文
は
、
申
が
災
い

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
へ
の
伏
線
と
も
な
っ
て
お
り
、
果
た
し
て
申

人
は
、
霊
王
の
命
で
強
制
的
に
器
物
の
搬
出
に
駆
り
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

楚
や
楚
王
に
直
接
関
連
す
る
部
分
は
こ
こ
ま
で
で
、
以
下
は
成

公
父
子
の
言
動
が
物
語
の
中
心
と
な
る
。
楚
の
霊
王
は
登
場
せ

ず
、
物
語
の
舞
台
も
滅
ぼ
さ
れ
た
蔡
地
や
成
公
父
子
の
申
地
が
主

と
な
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

生
み
出
し
た
張
本
人
は
、
楚
の
霊
王
そ
の
人
で
あ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
成
公
父
子
の
行
動
は
、
霊
王
の
命
令
に
起
因
す
る
の
で
あ

り
、
と
く
に
成
公
の
言
動
は
常
に
霊
王
を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
霊
王
は
表
だ
っ
て
登
場
こ
そ
し
な
い
が
、
そ
の
背
後
に

常
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
楚
に
滅
ぼ
さ
れ
た
蔡
は
も
と
よ
り
、
前
節
で
検
討
し

た
如
く
、
申
も
こ
の
時
期
は
楚
の
県
と
し
て
存
在
す
る
。
舞
台
は

蔡
や
申
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
楚
国
の
版
図
内
の
出
来
事
で
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あ
り
、
本
篇
は
大
き
く
見
れ
ば
や
は
り
楚
国
の
記
録
の
一
つ
で
あ

る
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
本
篇
冒
頭
の
表
記
に
も
現

れ
て
い
る
。
冒
頭
に
は
「
靈
王
既
に
立
ち
」
と
、
単
に
「
靈
王
」

と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
楚0

王
で
あ
る
こ
と
は
明
示
さ
れ
な
い
。
楚0

の0

霊
王
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
記
さ
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
成
公
や
蔡
侯
の
場
合
、「
申0

成
公
」・

「
蔡0

靈
侯
」
と
申
や
蔡
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
本
篇
が
申
を

中
心
に
描
か
れ
た
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
冒
頭
の
霊
王
に
関
し
て

は
省
略
せ
ず
、「
楚
霊
王
」
と
表
記
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
表
記
上
の
特
徴
は
、『
霊
王
遂
申
』
の
み
な
ら
ず
、

上
博
楚
簡
中
の
歴
史
説
話
に
一
定
程
度
共
通
し
て
み
え
る
。

①
「
魯
邦
大
旱
。
哀
公
謂
孔
子
」（『
魯
邦
大
旱
』）

②
「
齊
競
（
景
）
公
〇
且
虐
」（『
競
公
虐
』）

③
「
苦
成
家
父
事
厲
公
為
士
憲
」（『
姑
成
家
父
』）

④
「
莊
王
既
成
無
射
、
以
問
沈
尹
子
桱
」（『
荘
王
既
成
』）

⑤�

「
鄭
子
家
喪
、
邊
人
來
告
。
莊
王
就
大
夫
而
與
之
言
曰
」（『
鄭

子
家
喪
』）

⑥
「
禦
於
棘
遂
、
陳
公
子
皇
囚
皇
子
。
王
子
囲
奪
之
、
陳
公
争
之
」

（『
申
公
臣
霊
王
』）

⑦
「
知
▪　

競
（
景
）
平
王
命
王
子
木
」（『
平
王
与
王
子
木
』）

⑧
「
競
（
景
）
平
王
就
鄭
壽
」（『
平
王
問
鄭
壽
』）

⑨
「
昭
王
爲
室
於
死
湑
之
淲
」（『
昭
王
毀
室
』）

⑩
「
昭
王
蹠
逃
珤
」（『
昭
王
与
龔
之
榫膲
』）

⑪
「
范
叟
曰
～
。
王
乃
出
而
見
之
」（『
君
人
者
何
必
安
哉
』）

⑫
「
柬
（
簡
）
大
王
泊
旱
」（『
柬
大
王
泊
旱
』）

　

①
は
魯
、
②
は
斉
、
③
は
晋
の
物
語
で
あ
り
、
斉
に
つ
い
て
は

「
齊
競
（
景
）
公
」
の
よ
う
に
国
名
と
君
名
が
併
記
さ
れ
る
が
、

①
と
③
で
は
、「
哀
公
」・「
厲
公
」
の
よ
う
に
国
名
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
④
～
⑫
は
全
て
楚
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

君
名
が
記
さ
れ
る
の
み
で
、「
楚
」
で
あ
る
こ
と
は
明
示
さ
れ
て

い
な
い
（
た
だ
し
、
⑥
に
関
し
て
は
即
位
前
の
出
来
事
で
あ
る
た

め
た
め
、
冒
頭
に
は
「
霊
王
」
で
は
な
く
「
王
子
囲
」
と
記
さ
れ

て
い
る
）。
お
そ
ら
く
②
を
除
く
各
篇
の
著
者
は
、
国
名
ま
で
記

さ
ず
と
も
読
者
に
は
明
白
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
省
略

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
④
以
下
の
楚
国
関
連
の
文
献
に
は
特
に
そ
の

傾
向
が
強
く
、「
莊
王
」・「
平
王
」・「
昭
王
」「
簡
大
王
」
の
よ
う

に
、
君
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
博
楚
簡
は
楚
と
の
関
連
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
注
10
）
、
④
～
⑫
の
楚
国
関
係
の
文
献
は
、
こ

う
し
た
記
述
上
の
特
徴
か
ら
も
楚
を
中
心
と
す
る
立
場
か
ら
作
成

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、「
靈
王
既
立
」
と
い
う
書
き

出
し
で
始
ま
る
本
篇
も
、
や
は
り
楚
に
重
点
を
置
く
立
場
か
ら
記

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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五
、
本
篇
の
内
容
、
及
び
そ
の
文
献
的
性
格

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
物
語
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
よ

う
。
霊
王
は
蔡
を
破
っ
た
後
、
申
人
に
「
蔡
之
器
」
を
持
ち
去
る

よ
う
命
ず
る
。「
蔡
之
器
」
と
は
、
蔡
国
の
国
政
を
司
る
祭
器
な

ど
の
礼
器
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
残
ら
ず
搬
出
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
は
、
蔡
を
完
全
に
滅
ぼ
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
こ
の
時
の
経
緯
を
『
左
伝
』
昭
公
十
一
年
の
伝
は
次
の
よ
う

に
記
す
。

楚
子
申
に
在
り
。
蔡
の
霊
侯
を
召
す
。
霊
侯
將
に
往
か
ん
と

す
。
蔡
の
大
夫
曰
く
、「
王
は
貪む

さ
ぼり

て
信
無
く
、
唯
だ
蔡
を

感う
ら

む
。
今
、
幣
重
く
言
甘
く
し
て
、
我
を
誘
う
な
り
。
往
く

こ
と
無
き
に
如
か
ず
」
と
。
蔡
侯
可
と
せ
ず
。
三
月
丙
申
、

楚
子
は
甲
を
伏
せ
て
蔡
侯
を
申
に
饗
し
、
醉よ

わ
せ
て
之
を
執と

ら

う
。
夏
、
四
月
丁
巳
、
之
を
殺
し
、
其
の
士
七
十
人
を
刑

す
。
公
子
棄
疾
、
師
を
帥ひ

き

い
て
蔡
を
圍
む
。（
中
略
）
冬
、

十
一
月
、
楚
子
、
蔡
を
滅
ぼ
し
、
隠
大
子
を
岡
山
に
用
う
。

申
無
宇
曰
く
、「
不
詳
な
り
。
五
牲
も
相
爲
に
用
い
ざ
る
に
、

況
ん
や
諸
侯
を
用
う
る
を
や
。
王
は
必
ず
之
を
悔
い
ん
」と
。

　

楚
の
霊
王
は
申
に
滞
在
し
、
蔡
の
霊
侯
を
招
い
た
。
招
請
に
応

じ
よ
う
と
す
る
蔡
の
霊
侯
を
、
蔡
の
大
夫
た
ち
は
制
止
す
る
。
霊

王
は
貪
欲
で
信
頼
で
き
ず
、
蔡
を
恨
ん
で
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
金
品
や
甘
言
で
我
が
君
を
誘
う
の
は
、
必
ず
や
霊
王
の
罠
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
霊
侯
は
大
夫
ら
の
意
見
を
退
け

て
申
に
往
き
、
宴
席
で
酔
っ
た
と
こ
ろ
を
従
者
七
十
人
と
と
も
に

殺
害
さ
れ
る
。
こ
の
機
に
乗
じ
て
霊
王
は
、
弟
の
棄
疾
に
命
じ
て

蔡
を
包
囲
さ
せ
、
半
年
後
に
蔡
を
滅
ぼ
す
。
そ
し
て
「
隠
大
子
を

岡
山
に
用
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
捕
ら
え
た
蔡
君
の
世
継
を
も
殺

し
て
祭
祀
の
犠
牲
と
し
、
蔡
国
は
こ
こ
に
一
旦
滅
亡
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
『
左
伝
』
の
「
蔡
を
滅
ぼ
」
す
と

い
う
記
述
と
、『
霊
王
遂
申
』
の
蔡
器
搬
出
の
記
載
は
ま
さ
に
符

合
す
る
。
そ
し
て
命
を
受
け
た
申
人
は
、
霊
王
へ
の
強
い
恐
怖
心

を
抱
く
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
蔡
の
礼
器
を
こ
と
ご
と
く
撤

去
し
て
蔡
国
を
完
全
に
滅
ぼ
す
と
同
時
に
、
こ
れ
を
見
せ
し
め
と

し
て
申
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
、
霊
王
の
真
の
狙
い
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　

命
を
受
け
た
申
の
成
公
は
、
か
な
り
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
は
霊
王
に
対
す
る
強
い
不
信
感
が
読
み
取
れ
る
。

霊
王
の
命
令
に
対
し
、
成
公
は
自
身
で
出
向
く
こ
と
は
せ
ず
、
ま

だ
幼
い
虎
を
派
遣
す
る
。
上
述
の
如
く
、
霊
王
は
巧
み
に
蔡
侯
を

誘
い
出
し
て
殺
害
し
、
そ
の
世
継
も
殺
し
て
い
る
。
蔡
の
大
夫
た

ち
が
「
王
は
貪む

さ
ぼり

て
信
無
く
」
と
評
し
て
い
た
よ
う
に
、
霊
王
の

無
道
ぶ
り
は
つ
と
に
有
名
で
あ
っ
た
。
も
し
、
自
分
や
太
子
が
蔡
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の
地
で
霊
王
の
奸
計
に
あ
え
ば
、
申
も
蔡
国
の
二
の
舞
と
な
る
こ

と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
と
は
い
え
霊
王
の
命
に
背
け
ば
、
今

度
は
そ
こ
に
つ
け
込
ま
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
ジ
レ
ン
マ

の
末
に
考
案
さ
れ
た
苦
肉
の
策
が
、
幼
い
虎
の
派
遣
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
各
家
か
ら
人
員
を
派
遣
す
る
と
い
う
条
件
を
満
た
し
、

且
つ
幼
い
虎
な
ら
ば
命
ま
で
取
ら
れ
る
可
能
性
は
少
な
い
。
こ
の

よ
う
な
算
段
が
申
公
に
は
た
ら
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
虎
は
蔡
国
の
軍
門
で
何
も
取
ら
ず
に
立
ち
去

ろ
う
と
し
、
監
視
役
の
「
執
事
人
」
に
三
度
制
止
さ
れ
る
。
こ
の

「
執
事
人
」
は
、
霊
王
の
命
を
厳
格
に
実
行
す
る
霊
王
の
代
理
人

で
あ
る
。
虎
は
、
幼
い
こ
と
を
理
由
に
言
い
逃
れ
よ
う
と
す
る

が
、
こ
の
幼
い
童
子
に
対
し
て
も
、「
執
事
人
」
は
決
し
て
容
赦

は
し
な
い
。
子
ど
も
に
す
ら
例
外
を
認
め
ず
、
厳
し
く
命
を
施
行

し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
執
事
人
」
は
霊
王
そ
の
人
で

あ
り
、
全
て
を
自
分
の
意
に
従
わ
せ
、
一
切
の
妥
協
を
許
さ
な
い

霊
王
の
苛
烈
な
政
治
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
虎
は
、
鞭
を
持
ち
帰
る
こ
と
で
許
し
を
請
い
、
こ
れ
は

何
と
か
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
鞭
も
帰
る
途
中
で
棄
て
て
し
ま

う
。
成
公
は
、
帰
路
の
途
に
あ
っ
た
虎
の
と
こ
ろ
ま
で
出
向
い
て

彼
を
叱
り
飛
ば
す
が
、
こ
れ
も
後
々
の
霊
王
の
咎
め
を
恐
れ
て
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
弱
腰
の
父
に
対
し
て
虎
は
、「
た

と
え
楚
王
の
臣
下
と
し
て
お
仕
え
し
て
も
、（
蔡
国
の
よ
う
に
）

国
自
体
を
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
器
物
な
ど
も
ら
っ
た
と
こ
ろ

で
何
の
役
に
立
つ
の
か
」
と
反
論
す
る
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
成
公

は
、
虎
の
行
動
が
申
国
の
将
来
を
見
通
し
た
上
で
の
こ
と
だ
っ
た

こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
帰
国
し
た
成
公
父
子
は
、
将

来
の
安
寧
を
祈
願
す
る
。
彼
ら
に
で
き
る
の
は
、
た
だ
祈
る
こ
と

だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
篇
は
、
成
公
父
子
を
中
心
に
物
語
が
展
開
す
る
。
と
り
わ
け

虎
は
、
物
語
の
鍵
と
な
る
人
物
で
あ
り
、
本
篇
の
主
人
公
で
あ
る

と
い
え
る
。
最
後
の
場
面
で
は
、
虎
の
不
可
解
な
行
動
の
理
由
が

明
ら
か
と
な
り
、
意
外
に
も
幼
い
虎
が
実
は
申
の
未
来
を
よ
く
見

通
し
て
い
た
と
い
う
点
に
説
話
と
し
て
の
面
白
味
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
虎
の
顕
彰
そ
の
も
の
が
本
篇
の
目
的
で
あ
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
虎
の
行
為
に
よ
っ
て
何
か
問
題
が
解

決
し
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
父
の
成
公
も
、
蔡
の
器
物

を
欲
し
て
は
お
ら
ず
、
こ
れ
が
申
に
対
す
る
威
嚇
で
あ
り
、
以

後
、
申
に
も
危
険
が
及
ぶ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い

た
。
故
に
自
身
は
出
向
か
ず
、
幼
い
虎
を
派
遣
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
本
篇
に
お
け
る
虎
の
役
割
は
、
も
っ
と
別
の
と
こ

ろ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
虎
は
幼
い
童
子
と
い
う
設
定
で
登

場
す
る
が
、
そ
の
役
割
は
以
下
の
二
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

一
点
目
は
、
霊
王
の
無
慈
悲
さ
を
強
調
す
る
役
割
で
あ
る
。
先
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述
の
如
く
、
厳
格
な
「
執
事
人
」
の
姿
は
、
霊
王
そ
の
人
と
重
な

る
。
童
子
さ
え
も
容
赦
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
非
情
さ
は
、

よ
り
際
立
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
虎
が
幼
い
童
子
で
あ
る
と
の
設
定

は
、
霊
王
の
厳
格
さ
を
引
き
立
た
せ
る
効
果
を
有
す
る
と
い
え
る
。

　

二
点
目
は
、
霊
王
に
対
す
る
批
判
者
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。

篇
末
部
に
お
い
て
虎
は
、「
王
將
に
邦
を
遂ほ

ろ
ぼさ

ん
と
し
て
止
む
こ

と
能
わ
ざ
れ
ば
而す

な
わち

或ま

た
得
る
を
欲
せ
ん
や
」
と
、
霊
王
の
無
道

さ
に
対
し
て
批
判
的
な
言
葉
を
口
に
す
る
。
父
の
成
公
は
、
霊
王

の
命
に
汲
々
と
す
る
ば
か
り
で
、
霊
王
を
直
接
批
判
す
る
こ
と
は

し
な
い
。
だ
が
虎
は
、
そ
の
若
さ
の
ゆ
え
か
、
霊
王
の
横
暴
に
対

し
て
、
率
直
な
批
判
の
言
葉
を
述
べ
る
に
至
っ
て
い
る
。
成
公
も

こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
、
虎
と
思
い
は
同
じ

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
霊
王
の
圧
政
に
苦
し
む
父
や
申
人
の
思
い

を
代
弁
し
て
い
る
点
も
、
虎
の
重
要
な
役
割
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

確
か
に
、
本
篇
で
は
そ
の
大
半
が
成
公
父
子
の
言
動
に
費
や
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
霊
王
の
苛
烈
な
統
治
を
、
霊
王
の
命

に
困
惑
す
る
成
公
父
子
の
姿
を
通
し
て
描
き
出
す
た
め
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

滅
蔡
の
二
年
後
、
霊
王
に
対
し
て
反
乱
が
勃
発
し
、
霊
王
は
悲

惨
な
最
期
を
遂
げ
る
。
反
乱
軍
の
先
頭
に
立
っ
た
の
は
、
か
つ
て

霊
王
に
国
を
亡
ぼ
さ
れ
た
陳
や
蔡
な
ど
の
人
々
で
あ
っ
た
（『
左

伝
』
昭
公
十
三
年
）。
霊
王
の
一
連
の
滅
国
政
策
、
及
び
恐
怖
政

治
は
、
霊
王
自
身
を
も
滅
ぼ
す
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
篇

は
、
そ
う
し
た
霊
王
の
末
路
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
興

味
深
い
。

　

先
述
の
如
く
、
本
篇
は
楚
を
中
心
と
す
る
立
場
か
ら
作
成
さ
れ

て
い
る
。
冒
頭
に
霊
王
の
事
績
を
記
す
こ
と
か
ら
も
、
楚
の
霊
王

期
の
統
治
の
一
端
を
伝
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
霊

王
は
、
確
か
に
物
語
の
前
面
に
は
出
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

事
の
発
端
は
霊
王
の
命
令
に
あ
る
の
で
あ
り
、
成
公
父
子
の
言
動

を
通
し
て
霊
王
の
悪
政
を
伝
え
る
こ
と
に
本
文
献
の
主
た
る
目
的

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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